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第1章　リサイクル材・バイオマス活用のための仕組
第1節　マテリアルリサイクルとバイオマス素材活用の仕組と
技術展望
1.　はじめに
2.　プラスチックの環境問題とリサイクルの動向
4.　まとめ

第2節　リサイクルプラスチック材料の安全評価・認証と検
証プログラム
1.　はじめに
2.　リサイクルプラスチックスの認証プログラム
3.　リサイクルプラスチックスの検証プログラム
4.　リグラインドを含むプラスチックス材料の評価要求
5.　おわりに

第3節　家電破砕混合プラスチックの高度選別技術と自己
循環リサイクルの進展
1.　はじめに
2.　家電破砕混合プラスチック
3.　混合プラスチック高度選別技術
4.　選別における品質管理
5.　自己循環リサイクル　　6.　むすび

第4節　PETボトルのリサイクルシステム
1.　はじめに
2.　容器包装リサイクル法に基づく既存のPETボトルリサイク
ルシステム
3.　飲料・小売事業者によるクローズドループ構築戦略
4.　展望と課題

第2章　リサイクル材・バイオマス活用のための分析技術
第1節　リサイクルにおけるプラスチック光学識別技術
1.　廃プラスチック選別回収での光学識別の必要性
2.　分光測定とは　　3.　各種の光学識別技術
4.　識別のためのデータ解析法
5.　今後の展望と課題

第2節　テラヘルツ波を用いた廃プラスチックの識別
1.　はじめに
2.　テラヘルツ分光測定装置
3.　プラスチックのテラヘルツスペクトル例
4.　プラスチック中に含まれる添加剤のテラヘルツスペクト
ル例
5.　テラヘルツ波を用いた廃プラスチック識別技術の今後

第3節　樹脂判別ハンディセンサー

1.　はじめに
2.　樹脂判別センサーの開発
3.　樹脂判別センサーの特徴
4.　センサー活用シーン

第4節　FTIRによるリサイクルプラスチックの定量分析
1.　はじめに　　2.　FTIRの原理
3.　リサイクルプラスチックの成分分析　個別算出法
4.　リサイクルプラスチックの成分分析　混合比算出法
5.　まとめ

第5節　熱分析によるリサイクルプラスチックの評価
1.　はじめに　　2.　熱分析の概要
3.　リサイクル材の熱分析　　4.　おわりに

第3章　リサイクル材・バイオマス活用のための要素技術
第1節　廃プラスチックの物性低下の要因と高度物性再
生マテリアルリサイクル
1.　緒言　　2.　プラスチックの物性低下の要因
3.　高度物性再生プロセス
4.　メソ内部構造評価手法
5.　今後のプラスチック製品の循環について

第2節　再生プラスチックの物性評価
1.　はじめに
2.　プラスチックの物性および再生プラスチックにおける
問題点
3.　再生プラスチック材料での物性試験の実例
4.　再生プラスチック材料の物性の特徴1　引張挙動
5.　再生プラスチック材料物性評価での特徴2　溶融粘
弾性
5.　再生プラスチック材料物性評価での注意点
6.　まとめ

第3節　あきらめていたリサイクル成形を可能にする「粒
断機」
1.　はじめに　リサイクル成形が加速する背景
2.　カーボンニュートラル、樹脂価格高騰対応に貢献す
る粒断機
3.　今までリサイクル成形ができなかった方へ
4.　どのくらい材料原価を減らせるか検証する
5.　粒径を小さくしたい
6.　リペレットとの違い
7.　成形現場での導入事例・導入効果　　8.　最後に

第4節　非相溶なブレンドの構造制御

1.　ポリマーブレンドの相溶性　　2.　流動場での構造形成
3.　相容化剤の効果　　4.　固化条件の影響
5.　三成分系ブレンドの構造

第5節　添加剤によるリサイクル材料の高機能化・長寿命化
1.　はじめに　　2.　リサイクルについて
3.　マテリアルリサイクルに効果を発揮する添加剤
4.　マテリアルリサイクルプラスチック向け添加剤の開発
5.　今後の展望

第6節　木質バイオマス/樹脂複合化における相溶化剤の活
用技術
1.　はじめに
2.　無水マレイン酸変性ポリプロピレン(MAPP)とは
3.　無水マレイン酸変性ポリプロピレン（MAPP）が複合材料の
物性に与える影響
4.　無水マレイン酸変性ポリプロピレン（MAPP）添加によるフィ
ラー分散性向上効果
5.　おわりに

第7節　天然物繊維を強化材とする複合材料
1.　はじめに　　2.　天然繊維の性能
3.　天然繊維の表面処理
4.　天然繊維を強化材として使ったFRP，FRTP
5.　おわりに

第8節　ウッドプラスチックと成形加工技術
1.　はじめに　　2.　WPCの歴史
3.　WPCの特性　　4.　おわりに 

第4章　リサイクル材・バイオマス複合プラスチックの技術展開
第1節　欧州における熱可塑性コンポジットのリサイクル
1.　はじめに
2.　PMMA: 時代に適応した特性を持つ古くて新しい樹脂
3.　EUにおけるPMMAケミカルリサイクルの取り組み: MMATwo
4.　リサイクル可能なFRPコンポジット樹脂: EliumR(エリウム)
5.　100％リサイクル可能なコンポジット風力ブレード: ZEBRAプ
ロジェクト
6.　おわりに

第2節　CFRPのリサイクル技術とリサイクルカーボン繊維の活
用展望
1.　炭素繊維、リサイクルの必要性
2.　炭素繊維RP等をめぐる最近の話題
3.　待ったなしの炭素繊維リサイクル　　4.　CFRPを燃やす
5.　廃棄CFRPからの種々の炭素繊維回収法

6.　炭素繊維は少々では燃えない
7.　RCFについて知っておくべきこと
8.　RCFの活用　　9.　バラエティーなRCF原料
10.　おわりに（SDGs時代の炭素繊維リサイクル）

第3節　マイクロ波を利用するガラス繊維強化プラスチックの水
平リサイクル
1.　はじめに
2.　熊本地震で発生した震災瓦礫中のGFRP製のバスタブのMD
法分解
3.　廃棄バスタブの分解反応におけるEGMAのオリゴマーの生成
抑制および除去の試み
4.　樹脂分解物を用いた硬化物の作製および熱重量測定による
架橋度合の評価並びに再生GFRPの作製
5.　総括および展望

第4節　ダウのプラスチックのサーキュラーエコノミー実現に向け
たソリューション
1.　リサイクル性を改善したパッケージの設計
2.　マテリアルリサイクルとアプリケーション開発
3.　その他の取り組み

第5節　ケナフ発泡技術の自動車部品への適用
1.　はじめに　　2.　ケナフについて
3.　ケナフ基材について　　4.　ケナフ基材軽量化の方法
5.　工法の検討　　6.　まとめ

第6節　麻繊維/樹脂複合技術と自動車内装への応用
1.　はじめに
2.　ヘンプが注目されたわけ　　3.　ヘンプ繊維の特徴
4.　自動車内装材の採用事例
5.　国産バイオ複合素材「INASO樹脂」
6.　国産原料の調達の可能性と再び植物利用の時代へ

第7節　セルロースナノファイバー強化プラスチック
1.　はじめに　　2.　背景と目的
3.　pp樹脂コンパウンドの取組み
4.　社会実装へ向けた梱包資材への材料適用
5.　まとめ

第8節　セルロースファイバー成形材料　～循環型社会を目指し
た開発・事業展開～
1.　はじめに
2.　セルロースファイバー成形材料の製造プロセスの開発
3.　リサイクル技術の開発
4.　セルロースファイバー成形材料の商品展開　　5.　まとめ
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